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－－環環境境負負荷荷をを可可視視化化すするる－－

　近年、環境に配慮した製品が増えていま
す。しかし、それらの製品はどの程度環境
負荷を減らせるのでしょうか？ここでは、
製品やサービスの環境負荷を数値化するソ
フトウェアを紹介します。
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設備紹介

ライフサイクルアセスメント（LCA）とは
　近年、ハイブリッド自動車が急速に普及して
います。燃費が良いので環境にやさしいイメー
ジがありますが、通常の自動車と比較してどの
程度環境負荷が少ないのでしょうか？ハイブ
リッド自動車では、通常の自動車よりも多くの
部品を使用しており、製造工程も複雑になるの
で、その分の環境負荷の増加を考慮すると、
思っているほど環境負荷を削減できていないよ
うにも考えられます。このような疑問に答える
のがライフサイクルアセスメントです。
　LCAは、資源採取から製品の製造、流通、
使用、廃棄・リサイクルまでの製品やサービス
などにかかわるすべての段階（これをライフサ
イクルと呼びます）の環境負荷を計算する技術
です。これを使用することで、「製品のライフ
サイクル全体を見たときに、どの段階の環境負
荷が高いのか」や、「環境負荷が少ない製品は
どれか」といったことを具体的な数値を使って
判断することができるようになります。

LCAの応用
　LCAはどのように利用されているのでしょ
うか。ここでは、いくつかの例を挙げてみます。
①環境関連の制度への対応で製品のPRを
　製品の環境情報を示す制度としてはカーボン
フットプリント（CFP）やエコリーフという
ものがあります。CFPは製品のライフサイク
ルでの温室効果ガス排出量を示します。また、
エコリーフはCFPよりも幅広い環境負荷情報
を示します。これらの制度を利用することで、
製品の環境面での優位性をPRできます。いず
れの場合でも、評価にはLCAが使用されます。

②製品開発段階での環境負荷削減策の検討
　環境負荷の低い製品の開発を目標とする場合
にもLCAが利用できます。環境負荷を減らす
ためには、どのような材料を使えばよいか、ど
のような製造プロセスにすればよいか、輸送手
段はどうするかなどの判断材料とすることがで
きます。

LCA支援ソフトウェア
　LCAを行うためのツールがLCA支援ソフト
ウェアです。都産技研ではPReコンサルタン
ト社製「SimaPro 7.1」というソフトウェアを
導入しました。ソフトウェアには日本と欧米の
様々なデータベースや環境影響評価手法が搭載
されています。データベースは、電気や水など
のユーティリティ、トラックや鉄道などの輸送
手段、鉄やポリエチレンなどの材料を使用した
際、どの程度の環境負荷を与えるかといった
データをまとめたもので、データ収集の手間を
削減できます。環境影響評価手法とは、例えば
排出される物質がどのような環境問題を引き起
こすか、その問題がどのような被害を与えるの
かを分類し、最終的にそれらの被害を単一の指
標で評価するものです。これにより、例えば
「人間の健康」と「生物多様性」など比較しに
くい被害がある場合でも、製品等の環境影響を
客観的に比較できるようになります。負荷デー
タや被害の重大性についての考え方は国や地域
によって異なりますので、より正確な計算を行
うためには、対象とする場所の実情に合ったも
のを使用する必要があります。

今後の活用方法について
　現在、都産技研で実施中の研究開発事業に対
して、環境負荷低減効果の検討に利用していま
す。LCAにご興味のある方はご相談ください。
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